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U
P
I
テ
ス
ト
か
ら
み
る
学
生
の
不
安
傾
向
の
理
解

竹

香

織

淵

目
的
と
方
法

子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
移
行
期
で
あ
る
青
年
期
は
、

さ
ま
ざ
ま
に
自
己
定
義
を
模
索
し
苦
悩
す
る
期
間
で
あ
る
。
開
ユ

2
8
(
一
九
五

O
)

は
生
涯
発
達
の
立
場
か
ら
、
青
年
期
の
発
達
課
題
と
し
て
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
」
を
あ
げ
、
こ
の
時
期
の
急
速
な
身
体
的
成
長
と

性
的
成
熟
が
も
た
ら
す
自
己
意
識
の
混
乱
や
動
揺
を
克
服
し
て
、
複
数
の
「
と
し
て
の
自
分
」
と
い
う
自
我
の
獲
得
と
体
系
化
を
行
う
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
他
者
・
集
団
・
社
会
と
共
通
す
る
観
点
・
一
般
化
さ
れ
た
他
者
の
観
点
を
獲
得
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
の
中
で

生
き
る
個
人
と
し
て
の
立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
大
学
時
代
は
「
自
分
と
は
何
か
」
を
考
え
る
自
分
探

し
の
時
代
で
あ
り
、
ま
た
自
分
の
進
路
や
生
き
方
を
考
え
模
索
し
な
が
ら
、
将
来
へ
と
続
く
他
者
と
の
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
く
時
期
で
あ

る
と
言
え
る
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
の
過
程
で
は
、
心
理
社
会
的
な
課
題
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
を
経
験
す
る
た
め
、
自
信
を
喪

失
し
た
り
自
己
を
見
失
っ
て
混
乱
し
た
り
と
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

大
学
学
生
相
談
室
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
を
過
ご
す
学
生
が
、
大
学
で
の
生
活
を
営
む
う
え
で
生
じ
る
問
題
や
課
題
に
、
幅
広
く
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
た
学
生
が
よ
り
健
全
な
学
生
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
中
心
に
開
室
し
て
い
る
。
最
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近
は
身
体
的
精
神
的
、
ま
た
は
発
達
的
問
題
や
課
題
を
抱
え
て
い
る
学
生
も
少
な
く
な
く
、
青
年
期
特
有
の
課
題
克
服
の
た
め
に
生
じ
る
問

題
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
問
題
や
悩
み
を
も
つ
こ
と
も
多
い
。
多
様
化
す
る
社
会
へ
の
適
応
を
求
め
ら
れ
、
し
か
も
社
会
的
不
況
の
時
代
に

あ
っ
て
、
自
信
を
無
く
し
将
来
へ
の
不
安
を
深
め
る
学
生
も
増
え
て
い
る
。

516 

年
々
多
様
化
し
複
雑
化
す
る
学
生
の
課
題
や
問
題
に
柔
軟
に
対
応
し
、
そ
し
て
よ
り
効
果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、

U
P
I学
生
精
神
的
健
康
調
査
(
口
口
町
2
巴
守
司

2
8ロ
畠

q
F
S
E。
弓
一
以
下
U
P
I
テ
ス
ト
)
を
利
用
し
、
学
生

の
不
安
を
因
子
に
よ
り
類
型
化
す
る
こ
と
で
、
本
学
の
学
生
が
抱
え
る
不
安
の
傾
向
を
探
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
臨
床
的
な
検
討
を
行
う
た
め

に
典
型
例
を
決
め
て
事
例
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(1)
調
査
方
法

付
録
に
示
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
用
い
て
、
二

O
O五
年
四
月
の
聖
学
院
大
学
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中
の
学
生
課
ガ

イ
ダ
ン
ス
時
(
二

O
O五
年
四
月
四
日
)
の
、
学
生
相
談
室
紹
介
・
説
明
時
間
に
実
施
し
た
。
実
施
時
間
は
約
一
五
分
で
あ
り
、
事
前
に
学

生
相
談
室
の
説
明
と
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
・
回
答
の
説
明
を
行
い
、

一
斉
法
で
実
施
・
回
収
を
行
っ
た
。

(2)
調
査
道
具

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
①
フ
ェ
イ
ス
シ

l
ト
一
性
別
、
学
科
、
年
齢
、

入
試
方
法
、
住
居
体
系
の
学
生
の
基
本
状
況
、
②
U
P
I
テ
ス

ト
一
問
題
の
あ
る
学
生
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
、
③
面
談
希
望
の
記
入
欄
一
本
調
査
の
質
問
に
答
え
る
中
で
、
ま
た
学
生
相
談
室
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
聞
く
中
で
、
自
分
の
課
題
な
ど
に
興
味
を
持
っ
た
学
生
が
、
学
生
相
談
室
の
予
約
を
取
り
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
項
目
、

か
ら
な
っ
て
い
る
。



U
P
I
テ
ス
ト
は
、
問
題
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
指
し
て
一
九
六
六
年
に
全
国
大
学
保
健
管
理
協
会
の
学
生
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
精
神
科
医
が
中
心
に
な
っ
て
作
成
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
で
あ
り
、
実
施
が
簡
単
で
あ
る
た
め
現
在
も
全
国
の
国
公
私
立
大
学
な

ど
で
広
く
入
学
時
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
学
生
精
神
的
健
康
調
査
は
六

0
項
目
の

「
は
い
」
「
い
い
泊
え
」

で
答
え
る
設
問
に
対

し
て
、
あ
て
は
ま
る
も
の
に
丸
を
つ
け
る
も
の
で
、
特
に
心
身
症
・
神
経
症
の
早
期
発
見
に
効
果
が
あ
る
(
松
原
、

一
九
九
五
)
。

(3)
対
象

調
査
対
象
は
、
二

O
O五
年
度
入
学
の
新
入
生
で
、
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出
席
し
て
い
た
学
生
で
あ
る
。
二

0
0五
年
度
新
入
生
全
体
数
は
八

O
七
人
で
あ
り
、
留
学
生
・
編
入
生
を
含
む
。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
は
六
六
七
名
(
男
子
一
三
八
六
名
、

女
子
一
二
六
四
名

不
明
一
一
七
名
、
平
均
年
齢
一
一
八
・
三
三
歳
)
で
、
回
収
率
八
二
・
六
%
で
あ
っ
た
。
学
生
の
基
本
的
属
性
は
以
下

に
示
す
(
表
1
1表
3
)
。

II 

分
析
A

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(1)
心
身
症
・
神
経
症
が
疑
わ
れ
る
ケ
1
ス
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

U
P
I
テ
ス
ト
六

0
項
目
中
、
健
康
尺
度
お
よ
び
検
証
尺
度
(
質
問
項
目
番
号
5
、
初
、
お
、
日
)
を
除
い
た
五
六
項
目
中
「
は
い
」
が
三

五
項
目
以
上
あ
る
場
合
、
問
題
が
あ
る
傾
向
、
特
に
心
身
症
・
神
経
症
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
三
五

UPIテストからみる学生の不安傾向の理解ヲ17



項
目
以
上
に

「
は
い
」
と
答
え
た
人
数
は
三
五
名
(
男
子
一
五
名
、
女
九
名
、
不
明
一
名
)
で
あ
り
、
全
体
の
六
六
七
名
の
う
ち
五
・
二
%

で
あ
っ
た
。
三
五
項
目
以
上
に
「
は
い
」
と
答
え
た
人
数
の
分
布
は
図
1
に
示
し
た
。

518 

(2)
面
談
予
約

面
談
予
約
の
希
望
に
関
し
て
は
、

「
学
生
相
談
室
で
相
談
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
に
「
は
い
」

と
答
え
た
学
生
は
八
一
名
(
一

一
了
一
四
%
)
、
尚
且
つ

「
予
約
を
希
望
し
ま
す
か
」
に
「
は
い
」

と
答
え
た
学
生
八
名
(
一
・
二
%
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
連
絡
先
を

記
入
し
て
あ
っ
た
ケ
l
ス
に
は
、
学
生
相
談
室
よ
り
連
絡
を
と
っ
た
。
実
際
に
連
絡
が
で
き
、
予
約
を
と
っ
た
学
生
は
六
人
で
あ
っ
た
。

(3)
結
果
と
考
察

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
に
よ
る
と
、
新
入
生
の
約
五
・
二
%
が
神
経
症
・
心
身
症
の
疑
い
が
あ
る
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
学

生
相
談
室
を
利
用
し
て
み
た
い
と
答
え
た
学
生
は
一
二
・
一
四
%
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
学
生
相
談
室
の
面
談
の
予
約
を
し
た
の
は
六
名
で

あ
っ
た
。
現
在
は
、
希
望
し
た
学
生
の
み
学
生
相
談
室
か
ら
連
絡
を
取
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
今
後
は
U
P
I
得
点
の
高
い
学
生
へ
の
予

防
的
ケ
ア
、
ま
た
は
積
極
的
介
入
を
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



表1 学科別アンケート回収数

学科

回答数

% 

司

ゴ

一

%

利
一
日
一

ω

表 2 回答者の入試区分

人数

% 

無記入

40 

6.00% 

表3 住居形態

男子 (n= 386) 女子 (n= 264) 全体 (N= 650) 

311 195 506 

45 44 89 

5 5 10 

25 20 45 

自宅

アパート・下宿

その他

無記入

図 1 35項目以上の人数

30 

5 

25 

20 

受15

10 

。
~-~ ~-~ ~-~ 

「はい」と答えた項目数
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2 

不
安
傾
向
分
析

520 

(1)
総
得
点

①
性
別

健
康
尺
度
お
よ
び
検
証
尺
度
の
四
項
目
を
除
く
五
六
項
目
の
総
得
点
に
関
し
て
、
男
女
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

t
検
定
を
行
っ
た

(
Z
H

∞
ミ
、
男
子
ロ

Hω
袋
、
女
子
ロ

H
虫
色
。
平
均
値
は
そ
れ
ぞ
れ

5
・∞∞と

5
・8
で
、
で
H
I
N
-
色
(
司
〈
0
・0
印
)
と
な
り
女
子
が
男
子
よ
り
有

意
に
得
点
が
高
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
不
安
に
関
す
る
総
得
点
に
関
し
て
は
女
子
学
生
の
ほ
う
が
高
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

②
住
居
形
態
別

健
康
尺
度
お
よ
び
検
証
尺
度
の
四
項
目
を
除
く
五
六
項
目
の
総
得
点
に
関
し
て
、
住
居
形
態
別
に

t
検
定
を
行
っ
た

(
Z
H
g印
、
家
族

の
同
居
ロ
H

印
g、
一
人
暮
ら
し
ロ
H

∞
叩
)
。
平
均
値
は
口
・
ぉ
、
ロ

-g
で
、
昨
日
H
I
C
・0
8

(
司
〈
0
・cu)
で
有
意
差
が
み
ら
れ
た
。

一
人
暮
ら

し
の
ほ
う
が
、
家
族
と
同
居
よ
り
も
不
安
に
関
す
る
総
得
点
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

③
学
部
別

健
康
尺
度
お
よ
び
検
証
尺
度
の
四
項
目
を
除
く
五
六
項
目
の
総
得
点
に
関
し
て
、
学
科
別
に
一
元
配
置
の
分
散
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ

司

H
H
・N
怠
、
有
意
確
率
・
N

S

(
司
〈
0

・0
印
)
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
多
重
比
較
(
叶
ロ
長
。
可
¥
図
。
ロ
貯
号
。
包
法
)
を
行
っ
た
と
こ
ろ
政

治
経
済
学
部
と
人
文
学
部
の
間
に
有
意
差
N
・E

Q〈
0
・0
日
)
で
差
が
み
ら
れ
た
。



④
結
果
と
考
察

総
合
得
点
に
よ
る
比
較
で
は
、
女
子
学
生
の
得
点
が
高
い
こ
と
、

一
人
暮
ら
し
の
学
生
の
得
点
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
特
に
一
人
暮

ら
し
の
学
生
に
関
し
て
は
、
初
め
て
家
族
と
離
れ
る
ケ

1
ス
が
大
多
数
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
理
解
し
や
す
く
、
大
学
生
活
へ
の
適
応

以
前
に
、
生
活
全
般
へ
の
不
安
が
大
き
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
人
間
福
祉
学
部
は
、
人
と
関
わ
る
仕
事
を
将
来
の
目
的
に
選
ん
で
い
る
学

部
と
い
う
こ
と
で
、
人
へ
の
関
心
が
高
く
、
ま
た
自
己
洞
察
力
も
高
い
た
め
全
体
的
な
不
安
が
低
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

(2)
因
子
分
析
に
よ
る
類
型
化

次
に
六

0
項
目
を
、
主
因
子
法
・
パ
リ
マ
ッ
ク
ス
回
転
に
よ
る
因
子
分
析
を
行
っ
た
(
表
4
)
。
そ
の
中
か
ら
因
子
付
加
の
絶
対
値
の
大

き
い
変
数
を
三
因
子
選
択
し
、
因
子
付
加
量
が
・
ち
以
上
の
項
目
を
各
因
子
の
構
成
要
素
と
な
る
項
目
と
し
て
採
用
し
た
。
な
お
今
回
の
調

査
は
主
に
不
安
感
情
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
家
族
に
関
す
る
質
問
項
目
は
削
除
し
た
。
次
に
各
因
子
の
解
釈
を
行

い
、
主
に
他
人
と
の
関
係
性
の
中
か
ら
生
ず
る
不
安
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
第
一
因
子
を
「
対
人
不
安
」
、
身
体
症
状
を
伴
う
不
安
群
で
あ
る

こ
と
か
ら
第
二
因
子
を
「
身
体
不
安
」
、
自
信
の
な
さ
や
、
自
己
肯
定
感
の
低
さ
、
情
緒
の
不
安
定
さ
か
ら
起
こ
る
不
安
群
と
し
て
第
三
因

子
を
「
自
己
不
安
」
と
命
名
し
た
。
ク
ロ
ン
パ
ッ
ク
の

α
係
数
に
よ
る
信
頼
性
統
計
量
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ぞ
れ
き
ω
w
S
0・
吋
お
と

な
り
信
頼
性
は
充
分
で
あ
っ
た
。

(3)
各
要
因
間
比
較

そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
に
つ
い
て
、
性
別
、
学
部
、
住
居
形
態
に
お
い
て
平
均
値
の
差
を
調
べ
る
た
め
に
分
散
分
析
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、

第
二
因
子
に
お
い
て
性
別
(
司

H
尽
-SH)、
学
科
(
司

Hω
・N
ロ
)
の
有
意
差
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
多
重
比
較
(
吋
ロ
w
a
¥

図
。
足
。
号
。
巳
法
)
に
よ
り
分
析
を
行
っ
た
。
結
果
は
以
下
に
示
す
(
表
5
)
。

UPIテストからみる学生の不安傾向の理解521 



表4 因子分析の構造(パリマックス回転後)

項目番号 質 間 因子 1 因子2 因子3 共通性

43 付き合いが嫌いである .712 一.010 .199 .679 

37 一人でいると落ち着かない .698 .012 .007 .517 

47 気にすると冷や汗が出やすい .665 .044 一.002 .501 

42 気をまわしすぎる .651 .057 .117 .510 

60 気持ちが傷つけられやすい .637 .057 .214 .552 

36 なんとなく不安である .611 .023 .253 .598 

39 何事もためらいがちである .604 .033 .179 .512 

32 どもったり声が震えたりする .597 .032 .020 .662 

51 こだわりすぎる .596 .000 .096 .472 

41 他人が信じられない .594 .023 .292 .500 

55 自分の変な匂いが気になる .593 一.018 .019 .731 

38 物事に自信がもてない .547 一.011 .263 .707 

44 引け目を感じる .478 .430 .079 .459 

1 食欲がない 一.040 .775 .005 .611 

2 吐き気や胸焼け腹痛がある .019 .762 .159 .628 

4 動惇や脈が気になる 一.024 .646 .024 .432 

18 首筋や肩がこる .057 .635 .035 .450 

17 頭痛がする .001 .620 .054 .405 

16 不眠がちである .051 .608 .088 .406 

33 身体が火照ったり冷えたりする .528 .577 .014 .662 

48 めまいや立ちくらみがする .525 .575 .044 .643 

19 胸が痛んだり、しめつけられる 一.006 .558 .121 .518 

46 身体がだるい .452 .536 .142 .738 

27 記憶力が低下している .062 .527 .119 .593 

28 根気が続かない .015 .459 .226 .368 

31 赤面して困る .108 .443 一.065 .285 

26 何事もいきいきと感じられない .025 .051 .578 .386 

12 やる気が出てこない .048 .084 .576 .462 

13 悲観的になる .184 .044 .562 .439 

11 自分が自分でない感じがする .056 .176 .516 .333 

15 気分に波がありすぎる .080 .044 .480 .384 

10 人に会いたくない .067 一.001 .479 .350 

14 将来のことを心配しすぎる .116 .044 .467 .349 

6 不平不満が多い .064 .061 .441 .367 

522 



表5 各因子の分散分析結果

第 1因子

変動因 平方和 自由度 平均平方 F 値

12.532 2 6.266 .203 
男女

20464.916 664 30.821 

64.783 2 32.391 
1.040 学部

20341.339 653 31.151 

46.488 3 15.496 
.503 住居

20430.960 663 30.816 

第 2因子

変動因 平方和 自由度 平均平方 F 値

152.838 2 76.419 12.621 * 
男女

4020.322 664 6.055 

40.777 2 20.389 3.271 * 
学部

4070.380 653 6.233 

23.764 3 7.921 1.266 
住居

4149.396 663 6.259 

第 3因子

変動因 平方和 自由度 平均平方 F 値

7.902 2 3.951 .644 
男女

4072.208 664 6.133 

13.034 2 6.517 .345 
学部

3993.186 653 6.115 

50.442 3 16.814 2.766 
住居

4029.669 663 6.078 

* p < 0.05 
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分
散
分
析
で
有
意
差
が
見
ら
れ
た
第
二
因
子
に
つ
い
て
、
性
別
、
学
科
そ
れ
ぞ
れ
の
多
重
比
較
を
行
っ
た
。
性
別
に
関
し
て
は
、
女
子
が

男
子
に
比
べ
、
有
意
に
身
体
不
安
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
な
〈
・

8
印)。

524 

学
部
聞
の
比
較
で
は
、
政
治
経
済
学
部
と
人
間
福
祉
学
部
聞
に
有
意
差
(
℃
〈
0
・0
印
)
が
み
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
第
二
因
子
に
関
し
て
は
、

人
間
福
祉
学
部
よ
り
も
政
治
経
済
学
部
に
不
安
が
大
き
い
と
ヰ
コ
守
え
る
。

総
得
点
分
析
の
際
に
も
述
べ
た
が
、
人
間
福
祉
学
部
は
、
人
と
関

わ
る
仕
事
を
目
指
す
学
部
と
い
う
こ
と
で
、
自
己
・
他
者
へ
の
関
心
が
高
く
、
自
己
洞
察
力
も
高
い
た
め
不
安
が
低
い
の
で
は
な
い
か
と
推

測
す
る
。

血

分
析
B

二
O
O五
年
四
月
か
ら
七
月
に
学
生
相
談
室
を
利
用
し
た
学
生
の
中
で
、
初
図
面
談
時
の
主
訴
に
「
不
安
」
を
挙
げ
た
学
生
に
再
度
U
P

ー
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
因
子
分
類
に
よ
る
典
型
例
を
挙
げ
事
例
検
討
を
行
っ
た
(
学
生
本
人
を

α、
筆
者
を
百
と
示
す
)
。

(1)
第
一
因
子
「
対
人
不
安
」

【
事
例
1
】
男
子
学
生
、

一
八
歳
、
家
族
と
同
居
、

一
般
入
試
(
第
一
因
子

一
三
項
目
中
八
項
目
該
当
)

①
主
訴

友
達
に
気
を
遣
い
、
疲
れ
て
し
ま
う
。
自
分
の
こ
と
を
い
つ
も
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
。
悪
口
を
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

つ
も
心
配
し
て
い
る
。

②
家
族
・
生
育
歴

両
親
と
妹
、

αの
四
人
家
族
。
父
親
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
母
親
は
パ

1
ト
職
。
高
校
生
の
妹
。
小
さ
い
時
か
ら
「
い

い
子
」
と
し
て
育
つ
。
高
校
ま
で
殆
ど
学
校
を
休
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。



③
面
談
経
過

予
約
時
間
に
は
遅
刻
す
る
こ
と
は
な
い
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
。
丁
寧
な
口
調
で
淡
々
と
話
す
。
椅
子
に
き
ち
ん
と
座
り
、

面
談
中
も
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
周
囲
の
友
人
を
見
て
い
る
と
、
悩
み
な
ど
な
い
よ
う
に
見
え
て
う
ら
や
ま
し
い
。
自
分
だ
け
が
辛
い
思
い

を
し
て
い
る
と
思
う
。
大
学
に
入
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
な
制
約
か
ら
開
放
さ
れ
て
楽
し
く
な
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
気
後
れ
し
て
し
ま

う
。
入
学
式
に
隣
に
座
っ
た
男
子
学
生
と
仲
良
く
な
り
、

一
緒
に
昼
食
を
摂
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
彼
が
自
分
の
趣
味
に

αを
誘
っ
て
く

る
の
に
困
っ
て
い
る
。

αに
は
興
味
が
な
い
こ
と
。
誘
わ
れ
て
断
る
と
、
も
う
誘
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
中
学
校

時
代
に
、
カ
ラ
オ
ケ
に
誘
わ
れ
た
の
を
断
っ
た
ら
、
そ
れ
以
来
そ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
誘
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
経
験
が
あ
り
、
断
つ

た
ら
昼
食
も
一
緒
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
恐
怖
が
あ
る
。
孤
立
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
不
安
を
続

け
て
訴
え
て
い
た
が
、
面
談
の
回
数
が
進
む
に
つ
れ
、
自
分
が
「
Z
C
」
を
言
う
こ
と
を
極
端
に
怖
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
友
達
だ

け
で
は
な
く
、
家
族
と
い
て
も
緊
張
し
て
し
ま
う
。
自
室
に
い
る
時
だ
け
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
い
る
。
家
族
か
ら
は
こ
れ
ま
で
何
の
問

題
も
起
こ
さ
な
か
っ
た

「
い
い
子
」
と
思
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
両
親
の
言
う
こ
と
に
反
対
し
た
り
、
違
う
意
見
を
言
っ
た
り
す
る
と
両

親
を
落
胆
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
不
安
に
な
る
。

「
嫌
だ
と
思
う
こ
と
を
断
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
面
談
の
目
的
を

自
ら
設
定
。
面
談
開
始
当
初
は
緊
張
度
が
高
か
っ
た
が
、
徐
々
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
に
。

αが
嫌
だ
と
思
う
こ
と
す
べ
て
を
断
る

ミ
と
は
難
し
い
の
で
、
嫌
と
思
う
度
合
い
を
考
え
、

「
ど
う
し
て
も
嫌
」

「
ど
う
に
か
我
慢
で
き
る
」

と
い
う
レ
ベ
ル
に
分
類
し
、

「嫌」

ま
ず
「
ど
う
し
て
も
嫌
」
な
こ
と
を
断
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
断
り
方
も
、
代
替
案
を
出
す
な
ど
し
て
罪
悪
感
を
薄
め
る
こ
と
と

す
る
。

④
事
例
検
討

こ
の
ケ

1
ス
で
は
、
家
族
だ
け
で
な
く
友
人
に
対
し
て
も
「
い
い
子
」

で
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
い
、
極
端
に
他
人
の

気
持
ち
に
敏
感
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
対
人
関
係
の
こ
と
に
の
み
関
心
が
向
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
目
の
前
の
関
係
性
に
振
り
回
わ
さ

れ
て
、

つ
ま
り
「
ど
う
し
て
自
分
は
他
人
の
気
持
ち
に
敏
感
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
焦
点
が
向

そ
の
根
本
的
な
問
題
、
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け
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
不
安
や
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

面
談
を
進
め
る
中
で
、
問
題
は
対
人
関
係
の
中
に
起
こ
っ
て
い
る
が
、
目
を
向
け
る
の
は

αの
学
生
自
身
の
内
面
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

526 

か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
人
が
自
覚
す
る
不
安
は
対
人
関
係
に
関
わ
る
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

よ
っ
て
、
「
対
人
不
安
」
と
の
因

子
の
命
名
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

(2)
第
二
因
子
「
身
体
不
安
」

{
事
例
2
】
女
子
学
生
、

一
八
歳
、

一
人
暮
ら
し
、
推
薦
入
試
(
第
二
因
子

一
四
項
目
中
一
一
項
目
該
当
)

①
主
訴

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
体
が
だ
る
く
、
立
ち
く
ら
み
が
頻
繁
に
あ
る
。
記
憶
力
が
低
下
し
て
い
て
、
勉
強
に
集
中
で
き
な
い
。

②
家
族
・
生
育
歴

両
親
と
祖
母
、
本
人
の
四
人
家
族
。
両
親
が
自
営
業
の
共
働
き
だ
っ
た
た
め
、
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

子。

③
面
談
経
過

立
ち
く
ら
み
が
ひ
ど
い
の
で
内
科
を
受
診
し
た
が
、
異
常
な
し
と
の
こ
と
。

し
か
し
症
状
が
改
善
さ
れ
な
い
の
で
保
健
室

に
相
談
に
行
っ
た
ら
、
相
談
室
を
紹
介
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
顔
色
が
悪
く
、
声
も
小
さ
い
。
五

O
分
の
面
談
時
間
、
座
っ
て
い
る
の
が
辛

い
と
い
う
の
で
、
面
接
開
始
時
は
三

O
分
の
面
談
と
す
る
。
内
科
で
異
常
な
し
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
理
由
が
分
か
ら
ず
益
々
落
ち
込
む
と

の
こ
と
。
こ
れ
ま
で

αは
友
達
も
多
く
、
悩
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
学
に
入
っ
て
か
ら

は
体
調
が
悪
い
の
で
友
達
と
も
な
か
な
か
遊
ん
だ
り
で
き
ず
、
駄
目
な
人
間
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
が
す
る
。

心
療
内
科
の
説
明
を

し
、
受
診
を
勧
め
る
が
、
拒
否
。
面
談
の
回
数
が
進
む
に
つ
れ
、
元
々
家
族
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
反
対
さ
れ
て
い
た
が
、
押
し
切
っ
て
本

学
を
受
験
。
実
家
は
東
北
な
の
で
必
然
的
に
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
。
反
対
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

一
人
暮
ら
し
に
憧
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
寂
し
く
て
も
な
か
な
か
実
家
に
電
話
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
食
欲
も
落
ち
て
き
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、



祖
母
か
ら
食
料
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
、

お
礼
の
電
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
寂
し
い
気
持
ち
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

祖
母
か
ら
「
寂
し
い
か
ら
頻
繁
に
電
話
で
声
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
」

と
言
わ
れ
、
実
家
に
電
話
を
す
る
き
っ
か
け
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
。
立
ち
く
ら
み
は
治
ま
っ
て
き
た
が
、
食
欲
不
振
と
無
気
力
は
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。
百
は
、
内
科
の
結
果
に
問
題
が
な
い
の
に
、
身

体
症
状
が
治
ま
ら
な
い
こ
と
は
精
神
の

S
O
S
で
は
な
い
か
、
と
心
療
内
科
受
診
を
再
度
勧
め
る
。
そ
の
後
祖
母
に
「
あ
ま
り
食
べ
た
く

な
い
」
と
話
し
た
ら
「
病
院
に
行
け
」
と
言
わ
れ
、
受
診
を
決
意
。
大
学
か
ら
近
く
、
授
業
の
合
間
に
診
療
が
受
け
ら
れ
る
病
院
を
紹
介

す
る
。
心
療
内
科
で
は
「
病
気
で
は
な
い
が
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
か
ら
体
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
」

と
、
安
定
剤
を
処

方
さ
れ
る
。
「
精
神
的
、
身
体
的
な
病
気
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
か
な
り
安
心
で
き
、

ど
ん
な
に
明
る
い
人
で
も
落
ち
込
む
こ

と
は
あ
る
ん
だ
、

そ
の
後
の
面
談
で
は
、
服
薬
を
継
続
し
つ
つ
、
「
無
理
を
し
な
い
」
こ
と
を
目
的
に
、
家
族
と
の
関
わ

と
納
得
す
る
。

り
方
を
話
し
合
う
こ
と
に
な
る
。
薬
を
飲
む
こ
と
に
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
か
ら
、
大
学
で
の
友
人
関
係
に
つ
い
て
話
題
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

④
事
例
検
討

身
体
の
病
気
の
中
で
、
発
症
や
そ
の
後
の
経
過
に
心
理
社
会
的
な
要
因
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
も
の
を
心
身
症
と
定
義
し
、
社
会
的

ス
ト
レ
ス
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ケ
l
ス
の
場
合
は
、
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
中
で

要
因
と
は
性
格
や
行
動
パ
タ
ー
ン
、

の
寂
し
き
ゃ
不
安
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
、
内
科
で
は
特
定
で
き
な
い
身
体
的
な
症
状
が
発
生
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

αは
内
科
で
「
問
題
な
し
」
と
診
断
さ
れ
て
も
症
状
が
な
く
な
ら
な
い
こ
と
で
、
更
に
精
神
的
負
担
が
大
き
く
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
ケ

1
ス
の
場
合
、
ま
ず
は
心
療
内
科
な
ど
の
専
門
機
関
で
の
診
察
と
治
療
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
と
平
行
し
て
、

精
神
的
な
課
題
へ
と
意
識
を
向
け
る
面
談
が
効
果
的
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の

αの
場
合
は
、
家
族
(
祖
母
)
の
介
入
で
心
療
内
科
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
、
体
調
不
良
の
原
因
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
急
速
に
心
身
両
面
で
の
回
復
が
み
ら
れ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
体
調
不
良
と
い
う
形
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
、
「
身
体
不
安
」
と
の
因
子
の
命
名
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は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
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(3)
第
三
因
子
「
自
己
不
安
」

【
事
例
3
】
男
子
学
生
、
二
一
歳
、
家
族
と
同
居
、
推
薦
入
試
(
第
三
因
子

八
項
目
中
六
項
目
該
当
)

①
主
訴

突
然
や
る
気
が
な
く
な
り
、
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
ず
不
安
。
他
人
が
で
き
る
こ
と
が
自
分
に
は
で
き
な
い
。
自

分
は
生
き
て
い
る
意
味
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

②
家
族
・
生
育
歴

両
親
と
有
名
大
学
に
通
う
兄
と

α、
弟
の
五
人
家
族
。
父
親
は
大
企
業
の
管
理
職
。
母
親
は
主
婦
。
高
校
ま
で
は
休

み
も
多
く
な
く
、
仲
の
良
い
友
人
も
数
人
い
た
。

③
面
接
経
過

急
に
登
校
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
!
教
員
と
母
親
に
付
き
添
わ
れ
来
室
。
初
回
面
談
は
、
面
談

中
は
沈
黙
も
多
く
、
話
す
こ
と
が
苦
手
で
あ
る
様
子
が
伺
わ
れ
た
。
表
情
が
な
く
、
声
も
小
さ
い
。
百
が
質
問
を
す
る
ス
タ
イ
ル
で
こ
れ

ま
で
の
こ
と
を
聞
く
が
、
そ
れ
が
続
く
と

αが
問
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
、
第
二
回
面
談
か
ら

は
ノ
ン
パ

l
パ
ル
な
方
法
(
本
人
の
希
望
で
箱
庭
)
で
面
談
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
毎
回
箱
庭
を
作
り
、

そ
の
後

αが
話
し
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
話
し
て
も
ら
う
こ
と
と
す
る
。
箱
庭
は
嫌
で
は
な
い
よ
う
で
毎
回
進
ん
で
作
品
を
作
る
。
面
談
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
な
い
。
五
回

目
の
箱
庭
作
成
後
、
「
大
学
を
辞
め
た
い
の
か
辞
め
た
く
な
い
の
か
も
分
か
ら
な
い
」
と
話
し
出
す
。
高
校
ま
で
も
本
当
は
登
校
す
る
の

が
辛
か
っ
た
が
、
両
親
を
悲
し
ま
せ
た
く
な
い
の
で
登
校
だ
け
は
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
周
囲
は

「
急
に
」
と
い
う
印
象
で
あ
る
が
、

α

か
ら
す
る
と
ず
っ
と
続
い
て
い
る
「
辛
い
気
持
ち
」
が
あ
り
、
大
学
に
入
っ
た
あ
と
に
、
そ
れ
が
限
界
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
翌
回

か
ら
、
箱
庭
を
し
な
い
で
話
し
た
い
と
言
い
出
し
、
「
自
分
は
生
き
て
い
る
意
味
が
あ
る
の
か
」
「
楽
し
い
こ
と
も
悲
し
い
こ
と
も
な
い
」

「
大
学
で
特
に
何
か
が
あ
っ
て
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
な
ど
と
い
う
こ
と
を
徐
々
に
話
す
よ
う
に
な
る
。
「
大
学
を
続
け

る
意
味
は
感
じ
な
い
が
、
辞
め
た
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
辞
め
る
決
心
が
つ
か
な
い
。
今
の
学
科
で
勉
強
し
て
い
る
こ
と
に
は
全
く
興
味



が
な
い
が
、
辞
め
て
仕
事
を
す
る
自
信
が
な
い
」
と
の
こ
と
な
の
で
、
面
談
で
は

「
辞
め
な
い
場
合
」
「
辞
め
た
場
合
」

の
こ
と
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
現
在
在
籍
し
て
い
る
学
科
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

αの
や
り
た
い
こ
と
を
探
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

面
談
を
継
続
す
る
こ
と
と
す
る
。

④
事
例
検
討

」
れ
は

「
自
分
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
」
こ
と
か
ら
く
る
不
安
が
大
き
く
な
っ
た
ケ

1
ス
で
あ
る
。
「
や
り
た
い
の
か
、
や
り
た
く

な
い
の
か
」
「
退
学
し
た
い
の
か
、

し
た
く
な
い
の
か
」
と
い
う
答
え
の
出
な
い
問
い
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
本
研
究
の
冒
頭
で
も
述
べ

て
い
る
が
、
大
学
時
代
は
、
「
自
分
と
は
何
か
」
を
探
す
時
期
で
あ
り
、
不
安
定
に
な
る
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
達
課
題
へ
の
取

り
組
み
と
同
時
に
、
こ
の
ケ
l
ス
の

αは
極
端
に
自
己
に
対
す
る
自
信
が
な
く
、
小
さ
な
こ
と
で
も
判
断
で
き
ず
に
い
る
。
小
さ
い
判
断

さ
ら
に
自
信
が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
自
己
肯
定
感
も
低
く
、
自
分
の
存
在
に
つ
い
て
大
き

が
で
き
な
い
こ
と
が
、

な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

自
己
肯
定
感
が
低
く
、
自
分
の
内
か
ら
不
安
を
覚
え
る
よ
う
な
ケ
l
ス
で
あ
り
、
第
三
因
子
を
「
自
己
不
安
」
と
命
名
し
た
こ
と
は
妥

当
で
あ
る
と
考
え
る
。

(4)
考
察

そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
の
典
型
例
を
比
較
す
る
と
、
も
と
も
と
「
や
る
気
が
な
い
」
わ
け
で
は
な
い
、
自
分
で
不
安
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
、

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ケ

1
ス
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
回
復
へ
の
過
程
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

第
一
因
子
の
「
対
人
不
安
」

の
場
合
に
は
、
他
人
か
ら
否
定
さ
れ
る
こ
と
へ
の
過
度
の
恐
怖
、
自
分
の
意
思
を
他
人
に
伝
え
る
こ
と
の
不

得
手
さ
、
が
目
立
ち
、
自
分
の
感
情
や
気
持
ち
を
話
す
こ
と
が
少
な
い
。
ま
ず
、
他
人
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
学
生
本
人
の
感
情
や
気
持

UPIテストからみる学生の不安傾向の理解529 



ち
を
学
生
本
人
に
自
覚
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
後
で
、
自
己
と
他
者
、

の
関
係
を
学
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
自
分
の
感
情
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ず
、
学
生
が
訴
え
て
く
る
「
他
者
と
の
関
係
性
」
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
面
談
を
継
続
し
て
い
て
も
、
課
題
は
解
決
で
き

530 

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
因
子
の
「
身
体
症
状
」
は
、
身
体
に
出
て
い
る
症
状
が
、
内
科
機
能
的
な
も
の
な
の
か
、
精
神
的
な
も
の
か
ら
生
ず
る
も
の
な
の
か
、

を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
内
科
的
な
問
題
が
な
い
場
合
は
、
精
神
的
ケ
ア
の
必
要
性
を
学
生
に
理
解
さ
せ
て
い
く
。
し
か
し
学
生

の
意
識
が
身
体
の
症
状
に
向
い
て
い
る
も
の
を
無
理
に
内
的
な
も
の
に
向
け
る
の
で
は
な
く
、
保
健
室
と
連
携
す
る
な
ど
し
、
「
困
っ
て
い

る
」
こ
と
に
関
し
て
支
援
し
つ
つ
、
身
体
の
問
題
か
ら
精
神
的
な
も
の
へ
の
洞
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
原
因
が

分
か
れ
ば
精
神
的
不
安
は
か
な
り
軽
減
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

第
三
因
子
「
自
己
不
安
」
に
関
し
て
は
、
本
人
も
「
何
が
理
由
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
多
い
。

理
由
の
分
か
ら
な
い
不
安
ほ

ど
、
不
安
の
度
合
い
は
大
き
い
。
「
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
ケ
1
ス
が
目
立
つ
。
聖
学
院
大
学
学
生
相
談
室

で
扱
う
ケ

1
ス
と
し
て
は
、
青
年
期
特
有
の
揺
れ
や
不
安
定
さ
を
も
苧
ん
で
い
る
こ
の
よ
う
な
ケ

1
ス
が
多
い
。
第
三
因
子
の
よ
う
な
ケ
l

ス
の
場
合
は
、
ま
ず
、
足
元
を
照
ら
し
、
「
今
何
を
す
る
か
」
と
い
う
課
題
を
与
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
ま
た
自
己
評
価
の
低
い

学
生
が
多
い
の
で
、
現
実
検
討
を
し
つ
つ
、
小
さ
い
目
標
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
自
信
を
持
た
せ
、
「
自
分
は
自
分
で
い
い

ん
だ
」
と
い
う
自
己
へ
の
肯
定
感
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
よ
う
に
「
不
安
」
を
訴
え
て
く
る
ケ
I
ス
で
も
、
不
安
の
内
容
の
違
い
に
よ
っ
て
学
生
相
談
室
で
の
支
援
の
方
法
も

変
わ
っ
て
く
る
。

そ
し
て
回
復
、
ま
た
は
達
成
へ
の
道
筋
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
も
各
々
違
う
。
画
一
的
に
学
生
の
訴
え
る

「
困
っ
た
こ
と
」
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
不
安
が
ど
こ
か
ら
生
じ
る
も
の
な
の
か
を
見
極
め
て
、
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
学

生
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

U
P
I
テ
ス
ト
は
、
学
生
の
不
安
を
理
解
す
る
上
で
、
有
効
な
一
方
法
で
あ
る
と
言
え
る
。



W 

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

大
学
時
代
は
精
神
的
・
社
会
的
自
立
へ
の
過
程
と
し
て
大
事
な
時
期
で
あ
る
。
大
学
で
の
教
育
は
、
専
門
知
識
の
習
得
だ
け
で
は
な
く
、

自
己
へ
の
理
解
を
深
め
円
満
な
人
格
の
形
成
と
、
将
来
の
職
業
や
目
的
を
選
択
す
る
力
を
得
る
た
め
に
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

「
不
安
」
と
い
う
訴
え
で
学
生
相
談
室
を
利
用
す
る
学
生
で
も
、
不
安
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
で
、

そ
の
回
復
過
程
や
必
要
と
す
る
方
法

が
違
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
学
生
を
理
解
し
、
学
生
の
抱
え
る
課
題
や
問
題
を
分
析
し
て
い
く
上
で
有
効
で
あ
る
。

U
P
I
テ
ス
ト
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
本
学
の
学
生
の
不
安
の
傾
向
を
理
解
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
資
料
と
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
、

U
P
I
テ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と
で
学
生
が
自
ら
抱
え
る
課
題
や
問
題
を
意
識
化
し
、

そ
れ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
く
機
会
と
な

る
こ
と
、
問
題
に
早
期
に
対
応
す
る
と
い
う
予
防
的
役
割
も
期
待
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
U
P
I
テ
ス
ト
の
分
析
を
行
う
こ
と
は
、
学
生
の
不
安
傾
向
を
把
握
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た

が
、
現
在
は
自
由
記
入
欄
で
「
予
約
し
た
い
」

と
記
入
し
た
学
生
ヘ
連
絡
し
面
談
に
繋
げ
る
と
い
う
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
は

U
P
I
テ
ス
ト
で
高
得
点
を
記
録
し
た
学
生
、
ま
た
は
各
因
子
で
得
点
し
て
い
る
典
型
例
の
よ
う
な
ケ

1
ス
へ
の
積
極
的
介
入
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

U
P
I
テ
ス
ト
得
点
は
、
単
に
心
身
が
健
康
か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
内
面
へ
の
洞
察
力
の
高
さ
や
敏
感
さ
、
問
題

へ
の
取
り
組
み
方
な
ど
が
理
由
に
な
り
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
は
そ
の
よ
う
な
視
点
も
含
め
、
学
生
理
解
の
一
方
法
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
。
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このアンケー卜は、学生相談室が学生の皆さんのニーズに応え、刻果的な活動を行っていくことを目指して

実施するものです。アンケートの結果は棺談室の参考資料とさせて頂きます。

以下の質問について感じEとおり気楽に答えてください。

該当箇所!こOを紺けて下さい

学科 PLAJCW 性別:男・女 年齢:(歳

住居(予定):自宅、アパート・下宿、その他

入試方法:一般入試、推薦入試、 AO入試、編入学入試、その他

1、以下の質聞について、「はいJか「いいえJ(，こOを伺("1て下さい。

1. 食欲がない くはい・いいえ〉 31.赤面して困る 〈はい・いいえ〉

2. 吐き気や胸やけ・腹痛がある (はい・いいえ) 32.どちったり、声が震えたりする (はい・いいえ)

3. 訳もなく便秘や下痢をしやすい (はい・いいえ) 33.身体がほてったり、冷えたりする(はい・いいえ〉

4. 動惇や脈が気になる 〈はい・いいえ) 34.排尿や性器のことが気になる (はい・いいえ〉

5. いつちからだの調子が良い 〈はい・いいえ〕 35.気分が明るい 〈はい・いいえ〉

6. 不平や不満が多い (はい・いいえ〉 36.伺となく不安である (はい・いいえ〉

7. 績が期待しすぎる Cleまい・いいえ〉 37.ひとりでいると慈着かない (はい.'"いえ〉

8. 自分の過去や家庭は不幸である (はい・いいえ〕 38.物事に自信がもてない (1まい・いいえ〉

9. 将来のことをω配しすぎる (はい・いいえ) 39.何事ちためらいがちである (はい・いいえ)

1 O.人に会いたくない CleJ;い・いいえ〕 40.他人に悪くとられやすい (はい・いいえ〉

1 1.自分が自分でない感じがする (はい・いいえ〉 41.他人が信じられない (1まい・いいえ〉

12.やる気が出てこない くはい・いいえ) 42.気をまわしすぎる (はし1・いいえ)

13.悲観的になる CleJ;い・いいえ〉 43.付き合いが嫌いである (はい・いいえ)

14.者えがまとまらない CleJ;い・いいえ) 44.引け目を感じる 〈はい・いいえ〉

15.気分に波がありすぎる 〈はい・いいえ) 45.取り越レ苦労をする (はい・いいえ〉

16.不自民がちである (はい・いいえ) 46.身体がだるい 〈はい・いいえ〉

17.頭痛がする 〈はい・いいえ) 47.気にすると冷や汗が出やすい (はい・いいえ)

18.首筋や罵がこる 〈はい・いいえ〉 48.めまいや立ちくらみがする (はい・いいえ〉

19.胸が痛んだり、レめつけられる (はい・いいえ) 49.失神、ひきつけをおこしたりする(はい・いいえ〉

20.いつも活動的である (はい・いいえ) 50.よく他人仁好かれる (はい・いいえ)

21.気が小さすぎる くはい・いいえ〉 51.こだわりすぎる (1eJ;い・いいえ〉

22.気疲れする (はい・いいえ〉 52.繰り返し確かめないと苦しい (はい・いいえ〉

23.イライラしやすい (はい・いいえ) 53.汚れが気になって図る (はい・いいえ〕

24.怒りっぽい (はい・いいえ〉 54.つまらぬ考え力t取れない (はい・いいえ〉

25.死にたくなる (はい・いいえ〉 55.自分の愛なにおいが気になる (leJ;v'・いいえ〕

26.何事もいきいきと感じられない (はい・いいえ) 56.他人に隆口を言われる (はい・いいえ)

27.記憶力がJe下している (はい・いいえ〉 57.周囲の人が気になって因る (はい・いいえ〉

28.根気が続かない 〈はい・いいえ〉 58.他人の視線が気になる (1eJ;" ，・いいえ〕

29.決断力がない (はい・いいえ〕 59.他人に担手にされない (はい・いいえ〉

30.人に頼りすぎる (はい・いいえ) 60.気持ちが傷つけられやすい (1eJ;い・いいえ〉

2、普段の生活の中で気になることや相談したいことがあったら自由に書いてください。

[ ] 
3、相談室で相識レてみたいと思いますか?はい・いいえ)

「はい」と答えた人は予約を希望しますか? くはい・いいえ〉

「はい」と答え疋人は連絡先(メールアドレスと学籍番号)を書いて下さい。こちらから連絡します。

メールアドレス学籍番号

i主〉メールアドレスを持っていない人はアドレスの織に日中連絡の取れる電話番号を記入して下さい。

<資料>
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